


クトルの解析法を継続して来たことで、個々の試料の同

定に必要な作業が選択できる様になった。

G装置もSR装置も問題点は存在するが、今後も確実な

文化財の材質同定法を検討し続ける必要がある。

SPring－８での実験に関しては、次の一般研究課題番

号によりビームラインBL４３IRにおいて実施した。

研究課題２００６A１０３０「有機質遺物の構造に関する顕微

赤外分光法による研究」

研究課題２００６B１１０９「植物文化財の顕微赤外分析」

本研究に協力された奥山誠義氏（奈良県立橿原考古学研究

所）、赤田昌倫及び後藤卓真氏（京都工芸繊維大学）に厚く

感謝する。 （佐藤昌憲／客員研究員）
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図４６ 下池山古墳出土の漆と繊維の複合物質
漆�，�と絹�，�の様に、それぞれ同一の物質であっても、分
析する箇所によって漆に近いスペクトルと絹に近いスペクトル
が測定されることがある。

図４７ G装置とSR装置の違い
G装置では不明瞭な２９００，２８００�－１のピークが、SR装置で測定す
ると明確になった。

図４５ 下池山古墳出土繊維
出土した銅錯体化した絹（１）と出土した劣化絹（２）は現代の標
準絹（３）とスペクトルが大きく異なることがわかる。

図４８ SR装置による標準絹のスペクトル
標準絹の同一箇所を４回繰返し測定したもの。
ベースラインとピークに再現性のない異常がみられた。特に２４００
－１９００�－１の領域のベースラインはダイヤモンドセルの吸収が正
常に消去できていない可能性がある。
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